
　

　早いもので，今年も師走となりました．今年最後の特集は「注意」の障害に対する理学
療法です．
　好評のため，3 年目の継続が決まった 1 ページ講座の理学療法用語で，本年 8 月号
（Vol37 No8，p683）に弊誌の編集委員でもある網本和先生が注意障害について解説されてい
ます．それによれば，生理学的な注意とは，「脳が環境のある一面に集中するために，外
来の感覚情報をふるいにかける選択の過程」としています．注意には集中と選択の 2 側面
があり，集中には覚醒と持続の要素があり，選択には選択と分配の要素があるとされてい
ます．本特集と併せてお読みいただくことで一層理解が深まることと存じます．
　加藤先生には，「注意の概念―その機能と構造」と題して，注意の 3 つのコンポーネン
トについてご説明をいただき，注意による行動と認知の制御についてわかりやすくご解説
いただきました．石合先生には，「注意の障害―その評価と介入戦略」と題して，せん妄
と半側空間無視を中心に詳細なご解説をいただきました．また，結びとして，注意障害と
して一括りにするのではなく，対象者の個別的な状況と問題に対して具体的に取組む必要
があることが強調されています．村山先生，杉原先生には，理学療法士の行う注意の障害
に対する評価について，臨床経験に基づいた私見を交えて解説いただきました．お二人と
も詳細な臨床観察とともに，正確な脳（局在）機能を理解することが不可欠であることを
指摘されています．宮嶋先生，落合先生，小林先生には，理学療法介入の実際について症
例を交えて具体的な試みと効果についてご紹介いただきました．それぞれ現場での苦悩と
工夫が臨場感をもって伝わってくる内容です．今日からの臨床実践に役立つものと思います．
　学問の進歩は可能性の拡がりとも言えます．かつて，半側無視は回復や治療の阻害因子
として位置づけられていた時期もありましたが，現在では，注意障害そのものが理学療法
の積極的な介入対象になっています．科学や学問の進歩が，このように目に見える形で対
象者に益することができれば，医療者にとってこれに優る幸せはありません．
　入門講座は，活動向上に生かす動作分析の 6 回目で，変形性膝関節症患者が取り上げら
れています．講座は行動分析学的アプローチの 3 回目で，理学療法教育との関係で解説さ
れています．1 ページ講座の理学療法用語は，覚醒水準です．
　とびらでは，前田貴司先生が「会話の中に」と題して言葉の乱れについての思いを綴ら
れています．“言葉は思考の乗り物”であり，表現や用語には意味に加えてそこから連想
される範疇や価値を附加する性質をもっています．同じ内容だからといっても，ポジティ
ブな思いがネガティブに伝わったのでは本末転倒です．また，理学療法士には言葉ととも
に表情も大切な要素だと思っています．顔色をうかがいながら相手の心情を察して先輩や
対象者と話をしている自分から，逆にこちらの表情を観ながら話をしてくる学生や後輩の
存在に気づかされ，せめて顔色のよい姿で接したいと思うこの頃です．
　今年もお世話になりました．平成 16 年もよい年でありますように…． （内山　靖）
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